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令和 7年 11月 10日 

報 道 機 関  各位 

このたび、本学では、令和 7年度臨床実習生（医学）証授与式を挙行いたしますので、お

知らせいたします。 

臨床実習生（医学）とは、医学科 4年生を対象とした全国統一の共用試験に合格し、臨床

実習に必要な知識・技能・態度を修得したことが認められた学生に授与される称号です。こ

の証を授与された学生は、12月より附属病院内での臨床実習に臨むことになります。 

本学では、医学教育の国際基準に適合した教育を実施しており、医学生が卒業時までに医

のプロフェッショナルとしての心構えを修得することが求められています。こうした背景

の下、本学では、学生のプロフェッショナルとしての責任感や使命感、倫理観を醸成するた

めに臨床実習生（医学）証の授与式を行っています。 

授与式では、教員による挨拶の後、学生代表が宣誓を行い、医師を目指す者としての自覚

や責任を再認識するとともに、決意を新たにします。 

つきましては、本件について取材・報道方よろしくお取り計らい願います。 

 

記 

■日時  令和 7年 11 月 17日（月）10：00～ 

■場所  富山大学杉谷キャンパス 日医工オーディトリアム 

（富山市杉谷 2630 番地） 

 

１．医学科長挨拶  富山大学医学部医学科長 貝沼 茂三郎 

２．医学部長挨拶  富山大学医学部長 中川 崇 

３．附属病院長挨拶  代理：富山大学附属病院副病院長 中島 彰俊 

４．臨床実習生（医学）証授与  代表：富山大学医学科４年 上野 駿平 

５．学生代表「誓いの言葉」   富山大学医学科４年 今城 巴歌 

（授与式終了後に集合写真撮影） 
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